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感染症動物モデルを用いた免疫動態解析

研究内容

【背景・目的】【背景・目的】

　ヒトにおける病態を反映した新規の感染症動物モデルを構築し、ウイルス感染時の病態決定に関連する免疫誘導動態を解明する。

 

【研究概要】【研究概要】

　感染症の動物モデルを用いることで、病期の設定や各種組織の解析が可能であり、ヒトでの解析が困難な事象の解明に有益である。

HIV関連神経認知障害 (HAND) やSARS-CoV-2感染マウスモデルといった新規の有効な感染症動物モデルを構築し、組織特異的に誘導さ

れる免疫反応を詳細に解析し、病態決定に関連する免疫誘導動態の解明に取り組む。

　これまでにさまざまな感染症動物モデルを扱った経験と、 ABSL-3レベルでの動物感染実験の経験を有する。

インフルエンザウイルス / ニワトリ・マウス

CSFV (豚熱ウイルス) / ブタ

SIV (サル免疫不全ウイルス) / アカゲザル

SARS-CoV-2 / カニクイザル　　など

　これらの動物モデルの各種組織からの細胞分離法と、得られた細胞を用いた、多様な動物での細胞性免疫の解析技術を有する。

 

特色特色1 各種組織からの細胞分離法各種組織からの細胞分離法

 

特色特色2 抗原特異的抗原特異的T細胞反応解析細胞反応解析
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アピールポイント

・HANDの動物モデルを用いたHIV感染症領域における新たな知見の創出

・病態と照らした比較による、SARS-CoV-2重症化に関わる免疫細胞の分化・活性化状態の解明

・高感度細胞性免疫検出系の構築による病原体暴露歴、自然宿主での新興感染症の動態解析
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